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             平成２９年度 理事会 議事録 
 
１．開催日時   平成３０年３月４日（日） ｐｍ２：１５～ｐｍ３：５０ 
２．出席者 
    理事長   塚田 進 
    理事    石井 宏  渡辺 清美  宮本 武士  木戸 外司  山口 智紹   
    以上６名出席   事務局  森田  長谷川  廻谷   
３．塚田理事長挨拶の後、議案審議に入った。 
４．第１号議案 理事・分科委員からの理事会審議議案に関する件 
     各理事及び分科委員から事前提出があった議案の審議を行った。 
 （１）女性用のシニアティーを１８ホール全てに設置してほしい 
     現在、３番、１３番、１６番、１８番の４ホールに設置しているが、審議の結果、３番、１８番の 
    ティーマーク位置を前に移動し、それ以外は現状通りとした。 
 （２）公式競技におけるアテストをエリア制にしてほしい 
     審議の結果、現状のＢＯＸ制を継続させるとしたが、ＢＯＸにスコアカードを入れる際、委員が 
     確認が終わるまでその場に居る様に注意を徹底することと、注意書きをＢＯＸに貼るものとした。 
 （３）競技のスタート時間を季節によっては変えてほしい 
     気温により、グリーンが凍る時間が午前中続く事もある為、現状通り行うとした。 
５．第２号議案 クラブハウス建て替えに関する件 
     金融機関へ融資依頼をしていたが、スーパー堤防の計画により一定期間（工事終了まで）営業収益が 
     落ち込む可能性が考えられること又、占用許可が工事期間中は３年から１年毎に変更されている為、 
     工事終了後検討したいとの回答があった。 
６．第３号議案 スーパー堤防に関する件 
     利根川上流事務所より、平成３０年度着工の予算が下りず、次年度再請求すると報告があった。 
７．第４号議案 会員の処遇に関する件 
     特別な事情を理由とした会員資格の休止届けを審議のうえ承認した。内容省略。 
８．第５号議案 距離計測器の使用に関する件 
        ２月の月例会・水曜杯・土曜杯においてアンケートを実施したことを報告。結果、５１票と２０票 
     で使用可の意見が多かったことを報告し、話し合いの結果、使用可とした。 
９．第６号議案 その他 
 (1) スロープレイに関する件 
     競技において前の組との間隔が空く組が見受けられる為、２時間半以上掛かり、尚且つ前の組と 
     １５分以上間を空けた場合には失格等のペナルティーを科すとするローカルルールの実施を今後は、 
     厳しく施行するとし、４月の競技会で告知、5 月から適用するとした 
 (2) トータル・アドバイザー江連忠プロに関する件 
    事務局から、平成３０年２月末で江連忠プロとの契約が終了した旨、報告があった。 
 (3) 平成３０年度競技日程に関する件 
    木戸競技委員長より日程の報告があり承認した。  
１０．以上をもって理事会を終了した。  


